
は
じ
め
に

昨
年
本
誌
第
九
号
に
お
い
て
、
当
館
所
蔵
の
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
加
藤
家
文

書
に
含
ま
れ
る

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
諸
願
要
用
留
帳

に
よ
っ
て
、
幕
末
期

の
下
小
坂
村
幕
府
領
の
状
況
を
見
た
（

）
。

こ
の
史
料
に
は
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で

の
村
政
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
隣
村
御
厨
村
の
加
藤
家
に
下
小
坂
村
関
係
の

史
料
が
残
っ
た
の
は
、
前
稿
で
も
記
し
た
と
お
り
、
こ
の
時
期
に
御
厨
村
庄
屋
勘

左
衛
門
が
下
小
坂
村
の
取
締
・
兼
帯
庄
屋
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
御
厨
村

も
同
じ
く
幕
府
領
で
あ
り
、
同
村
の
村
小
入
用
帳
を
見
る
と
、
こ
の
期
間
の
支
配

関
係
も
嘉
永
七
年
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
ま
で
は
大
津
御
役
所
、
そ
れ
以

降
か
ら
慶
応
年
間
ま
で
は
信
楽
御
役
所
と
共
通
し
て
い
る
。
庄
屋
喜
右
衛
門
の
入

牢
吟
味
中
で
あ
っ
た
嘉
永
七
年
五
月
に
、
年
寄
善
右
衛
門
が
家
出
し
、
御
用
や
村

用
共
に
支
障
が
出
来
て
村
方
不
取
締
と
も
な
る
の
で
、
喜
右
衛
門
・
善
右
衛
門
の

身
分
落
着
ま
で
最
寄
り
の
御
厨
村
庄
屋
勘
左
衛
門
に
取
締
庄
屋
を
仰
せ
付
け
ら
れ

た
と
い
う
経
緯
は
あ
る
も
の
の
、
下
小
坂
村
の
隣
村
で
支
配
関
係
が
共
通
し
て
い

た
こ
と
も
庄
屋
兼
帯
の
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
稿
で
触
れ
た
と
お
り
、
こ
の
時
期
の
下
小
坂
村
は
村
内
の
旗
本
石
丸

太
郎

知
行
所
（
西
方
）
と
幕
府
領
（
東
方
）
と
の
相
給
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
困
窮
に

よ
っ
て
幕
府
領
の
高
持
百
姓
は
所
持
の
田
畑
を
石
丸
氏
知
行
所
の
百
姓
へ
譲
り
渡

し
、
代
官
支
配
の
幕
府
領
に
は
高
持
百
姓
の
数
が
減
少
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
年

に
よ
っ
て
は
臨
時
諸
入
用
も
多
く
、
既
に
持
高
の
少
な
い
百
姓
の
高
割
り
に
す
る

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
持
百
姓
が
さ
ら
に
困
窮
し
て
い
っ
た

（

）
。
こ
れ
は
、
藤
井
定

義
氏
が
近
世
後
期
の
下
小
坂
村
東
方
の
石
丸
氏
知
行
所
に
関
し
て
、

下
小
坂
村

の
財
政
状
態
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
苦
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
推
察

村
小
入
用
帳
に
み
る
幕
末
期
下
小
坂
村
幕
府
領
の
財
政
状
況

池

田

治

司



さ
れ
る
。

と
し
て
い
る
（

）
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
村
入
用
の
分
析
か

ら
導
か
れ
た
結
論
で
あ
り
、
そ
の
対
照
性
を
よ
り
客
観
的
に
検
証
す
る
た
め
に
、

本
稿
で
は
幕
末
期
下
小
坂
村
幕
府
領
の
村
小
入
用
帳
を
資
料
と
し
て
、

河
州
若

江
郡
下
小
坂
村
諸
願
要
用
留
帳

に
見
ら
れ
る
状
況
を
傍
証
す
る
と
と
も
に
、
藤

井
定
義
氏
の
論
考
を
も
と
に
、
同
村
私
領
地
等
と
の
比
較
を
行
い
た
い
と
思
う
。

一

下
小
坂
村
幕
府
領
の
村
小
入
用
帳

児
玉
幸
多
氏
に
よ
れ
ば
、

村
の
財
政
を
知
る
に
は
村
小
入
用
帳
が
最
も
適
切

で
、
村
と
し
て
の
一
年
間
の
支
出
は
凡
て
計
上
さ
れ
て
い
る

と
い
う
（

）
。
ま
た
、

菅
原
憲
二
氏
は
、

村
入
用
帳
は
、
一
年
間
（
あ
る
い
は
半
年
間
）
毎
の
、
そ
の

村
と
し
て
支
出
さ
れ
た
諸
経
費
を
書
上
げ
集
計
し
、
そ
の
割
賦
に
つ
い
て
記
し

た
、
い
わ
ば
決
算
書
で
あ
る

と
し
、

現
実
に
村
入
用
帳
と
し
て
残
っ
て
い
る

の
は
領
主
に
差
出
さ
れ
た
も
の
の
控
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
何
ら
か
の
関
連
を
有
し

て
い
る
も
の
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
村
入
用
と
は
村
を
通
じ
て

割
賦
さ
れ
た
年
貢
以
外
の
農
民
負
担
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（

）
。

河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
加
藤
家
文
書
に
含
ま
れ
る
下
小
坂
村
の
村
小
入
用
帳

は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
・
慶
応
二
年
（
一
八

六
六
）
各
年
作
成
の
一
二
冊
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
の
村
入
用
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
高
持
百
姓
及
び
村
方
三
役
の
捺
印
を
も
っ
て
支
配
代
官
所
へ
提
出
し
た
控

え
で
、
綴
じ
目
に
は
代
官
所
の
割
印
が
あ
る
。
そ
し
て
、
年
毎
に
五
人
組
帳
・
家

数
人
別
増
減
帳
・
宗
門
御
改
寺
請
人
別
帳
と
あ
わ
せ
て
袋
に
収
納
し
た
状
態
で

残
っ
て
い
た
。

上
杉
允
彦
氏
は
村
入
用
の
運
用
に
関
し
て
、

ま
ず
村
名
主
の
手
元
で
名
主
の

自
費
の
立
替
え
で
一
定
の
村
入
用
の
支
出
が
行
わ
れ
て
村
入
用
覚
帳
が
記
さ
れ

る
。
次
に
そ
れ
に
も
と
ず
い
て
七
月
に
集
計
が
行
わ
れ
、
秋
か
ら
夫
銭
の
割
付
が

行
わ
れ
夫
銭
割
付
帳
が
作
成
さ
れ
取
立
て
が
行
わ
れ
、
年
末
に
夫
銭
取
立
帳
が
作

成
さ
れ
こ
れ
で
一
応
事
務
は
終
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
収
支
の
結
果
を
翌
年
正
月
ま

で
に
村
入
用
帳
に
記
し
て
割
付
農
民
の
印
を
得
た
後
、
領
主
（
天
領
は
代
官
所
）

に
提
出
し
て
承
認
を
求
め
る
手
続
き
が
残
っ
て
い
る

と
説
明
し
て
お
り
（

）
、
下
小

坂
村
の
村
小
入
用
帳
は
、
最
終
的
に
領
主
に
提
出
し
て
承
認
を
受
け
た
入
用
帳
の

控
え
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
決
算
書
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
、
支
出

や
割
付
過
程
に
つ
い
て
は
こ
の
帳
簿
に
は
記
載
が
な
い
。

村
内
高
持
百
姓
へ
の
割
付
内
容
や
村
方
三
役
立
替
払
の
内
容
の
記
録
に
つ
い
て

は
、

支
配
勘
定
帳

と
い
う
、
差
出
帳
で
は
な
い
村
内
レ
ベ
ル
で
の
留
帳
が
別

に
あ
る
が
、
残
存
年
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
村
小
入
用
帳
の
該
当
年
で
あ
る
嘉

永
六
年
か
ら
慶
応
元
年
の
間
で
は
、
安
政
三

六
年
、
文
久
二
年
、
元
治
元
年
の

六
冊
が
残
る
。
そ
の
う
ち
一
番
早
い
安
政
三
年
は
村
小
入
用
帳
の
各
費
目
の
合
計

が
、
同
帳
記
載
数
字
と
九
九
・
八
三
匁
の
誤
差
が
出
る
の
で
保
留
す
る
と
し
て
、

例
え
ば
、
次
の
安
政
四
年
の
村
小
入
用
帳
と
支
配
勘
定
帳
を
比
較
す
る
と
表

の

よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
の
支
配
勘
定
帳
部
分
の
表
記
方
法
は
帳
簿
の
形
式
に
準
じ

た
の
で
、
七
月
割
と
極
月
割
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
の
極
月
割
は
、
さ
ら
に
小
計

と
小
計

と
寄
（
歩
）
行
給
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特

に
同
年
は
異
例
の
入
用
と
し
て
、
村
小
入
用
帳
に
も
記
載
が
あ
る
よ
う
に

築
留



村小入用帳にみる幕末期下小坂村幕府領の財政状況

表 安政四年巳年の村小入用と支配勘定

村小入用帳 支配勘定帳
費 目 金額（匁） 七月支配割 金額（匁） 極月支配割 金額（匁）

伊勢代参り例年壱人ヅ 七月支配立会割 郡中組合割掛り
御上納銀掛込入目箱代金
直違共

諸勧化取計 極月支配立会割

去ル寅年御国役高掛り銀
金直違掛り賃利足共

築留常例 御米上乗出勤弐人分

大坂御城内外御修覆竹縄藁
代并鉄砲合薬御入用掛り

分水常例 同断

信楽表 御用状持出し人足賃割 郡中組合割 築留常例諸入用掛り
築留七拾七ヶ村樋組立会割 御国役掛り入用入目金違 分水同断
御用達給（多田屋渡し） 宗旨帳五人組帳入用差引不足 築留弐番樋大破取繕諸入用割
年中分郷私領方与立会諸
入用割

取締御廻村之節諸入用割
掛り

御米江戸大坂二条納米入用

年中組合諸入用立会割 多田屋心付 御廻籾納入用
築留樋組訴訟方公事入用割 宗旨納信楽出勤入用 船賃
御米津出し之節上乗飯代
入用之分

正月 七月迄口々控物 上納銀入目箱代共

城州伊勢田村高石ニ付壱
分五厘ふり替

鬢家請 シ入用 上乗飯代

大坂下宿飯代入用払 人足酒飯代 伊勢太夫御供料
年中筆紙墨并ニ蝋燭代共 小計 御米酒代
七月前諸払銀之利足共 常例
諸勧化取計口々 年中紙代
年中持廻り伏賃 年中蝋燭代
年中村方諸入用口々 出勤料
年中村方諸人足賃銀 炭代
歩行給銀樋守給 出勤料
御米三ヶ納入用欠切石代共 鬢結家屋敷年貢
右御米川下ケ之節船賃竹
札代共入用

出勤料

村小入用合計（ ） 要用
差札八十五石
免割鳥代
御米差札代
米計り免割支配勘定諸入用
御番所様 差紙弐通多田屋飛脚賃
米免割支配割勘定ニ付魚代
御米納ニ付仲仕へ心付
年中茶代其外心付
小計
築留公事入用皆済銀
此利
御米三俵小欠代多田屋渡し
小計

寄（歩）行給
支配勘定合計（ ）
（ ） （ ）

七月支配割勘定を単純に合計すると、 匁となり、支配勘定帳記載の 匁と 厘の誤差が出る。



樋
組
訴
訟
公
事
入
用

が
三
二

匁
五
分
四
厘
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
臨
時

入
用
が
支
配
勘
定
帳
の
極
月
支
配
割
に
別
計
上
（
小
計

）
さ
れ
て
い
る
。
最
終

的
に
、
同
年
は
村
小
入
用
帳
の
合
計
額
が
支
配
勘
定
帳
の
合
計
額
よ
り
一
六
匁
三

分
七
厘
だ
け
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
村
入
用
額
の
両
帳
間
の
誤
差

は
、
差
出
帳
と
留
帳
と
い
う
帳
簿
用
途
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以

上
、
過
去
の
業
績
に
照
ら
し
て
、
下
小
坂
村
の
財
政
運
用
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ

た
。い

ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
は
村
小
入
用
帳
を
基
本
に
し
て
財
政
状
況
を
見
て
い
き

た
い
。
ま
ず
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
嘉
永
六
年
の
村
小
入
用
帳
（
嘉
永
七
年
三
月

作
成
）
を
示
し
て
お
く
。

村
小
入
用
高
掛
り

一
銀
拾
五
匁

伊
勢
代
参
り
例
年
壱
人
ツ

一
同
七
匁
五
分

御
上
納
銀
掛
ケ
賃
并
ニ
金
直
違
共

一
同
三
拾
四
匁
弐
分
五
厘

去
ル
戌
年
御
国
役
高
掛
り
并
ニ
金
直
違
掛
ケ

賃
利
足
共

一
同
七
匁
壱
分
九
厘

大
坂
御
城
内
外
御
修
覆
竹
縄
藁
代
并
鉄
砲
合

薬
御
入
用
掛
り

一
同
弐
拾
壱
匁
弐
分

御
陣
屋
御
入
用
丑
正
月

同
十
二
月
迄

一
同
百
三
拾
壱
匁
四
分
九
り

築
留
七
拾
五
ヶ
村
用
水
樋
組
立
会
割

一
同
六
拾
弐
匁
三
分
弐
厘

村
々
用
水
合
樋
一
件
ニ
付
諸
入
用
割

一
同
三
百
五
匁
壱
分
八
厘

同
村
分
郷
年
中
諸
入
用
立
会
割

一
同
三
百
三
拾
弐
匁
九
分
八
厘

年
中
組
合
諸
入
用
立
会
割

一
同
弐
百
廿
壱
匁
九
分

御
検
見
ニ
付
諸
入
用
割

一
同
百
拾
九
匁
七
分
四
厘

去
々
子
年
御
城
米
納
入
用

一
同
五
拾
九
匁
九
分
三
厘

大
津
下
宿
酒
飯
料

一
同
九
拾
匁
五
分

大
坂
下
宿
伏
見
船
賃
登
り
下
り
飯
代
共

一
同
六
拾
五
匁

年
中
筆
紙
墨
并
ニ
ら
う
そ
く
代
共

一
同
弐
拾
六
匁
七
分
五
厘

七
月
前
諸
払
銀
之
利
足

一
同
拾
三
匁
八
分
六
厘

諸
勧
化
取
計
口
々

一
同
拾
壱
匁
五
分

年
中
持
廻
り
伏
賃

一
同
三
百
壱
匁
六
分
八
厘

年
中
村
方
諸
入
用
口
々

一
同
弐
百
拾
八
匁
五
厘

年
中
村
方
諸
人
足
賃
銀

一
同
百
弐
拾
匁

寄
（
歩
）

行
給
樋
守
給
銀
共

一
同
八
拾
匁

古
借
利
足

弐
貫
弐
百
四
拾
六
匁
弐
厘

高
壱
石
ニ
付

拾
壱
匁
五
分
三
厘
七
毛
内

高
百
九
拾
四
石
六
斗
九
升
壱
号

高
壱
石
ニ
付

外
ニ

壱
升
宛

壱
石
九
斗
四
升
六
号
九
勺

庄
屋
役
料

善
右
衛
門

印

喜
右
衛
門

印

儀
兵
衛

印



喜
左
衛
門

印

鉄
治
郎

印

久
右
衛
門

印

浄
雲
寺

印

喜
左
郎

印

小
登

印

吉
兵
衛

印

清
治
郎

印

丑
松

印

与
助

印

嘉
右
衛
門

印

作
右
衛
門

印

益
治
郎

印

忠
右
衛
門

印

六
左
衛
門

印

傳
助

印

政
吉

印

徳
蔵

印

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村

見
習
庄
屋鉄

治
郎

印

年
寄

嘉
永
七
寅
年
三
月

善
右
衛
門

印

庄
屋

喜
右
衛
門

印

大
津

御
役
所

こ
の
よ
う
に
、
高
掛
り
と
な
る
各
入
用
額
・
入
用
費
目
が
列
記
さ
れ
、
そ
の
合

計
の
後
に
壱
石
九
斗
四
升
六
号
九
勺
の
庄
屋
役
料
が
別
計
上
し
て
あ
る
。
そ
し
て

高
割
り
し
た
村
内
百
姓
と
村
方
三
役
の
氏
名
と
捺
印
が
続
く
。

二

下
小
坂
村
石
丸
氏
知
行
所
（
私
領
）
と
の
比
較

各
年
度
の
村
小
入
用
帳
の
明
細
を
ま
と
め
る
と
、
表

の
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
注
（

）
で
示
し
た
藤
井
定
義
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
、
下
小
坂
村
石
丸
氏
知

行
所
と
の
各
年
度
の
村
入
用
総
額
及
び
高
一
石
あ
た
り
の
入
用
割
額
を
比
較
す
る

と
表

の
よ
う
に
な
る
。
慶
応
元
年
に
急
に
入
用
額
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
、
藤

井
定
義
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
慶
応
元
年
を
除
い
て
わ
ず
か
一
一
年
間
に
、
私
領
方
の
高
一

石
あ
た
り
の
村
入
用
が
約
四
匁
か
ら
一
四
匁
と
い
う
幅
が
あ
る
の
に
対
し
、
幕
府

領
は
毎
年
一

匁
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
百
姓
の
持
高
が
少
な
い
と
は
い
え
、

比
較
的
幕
府
領
の
入
用
負
担
率
が
高
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
表
か
ら
読
み
取
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
稿
の
注
で
も
記
し
た
と
お
り
、

家
数
人
別
増
減
帳

に

村小入用帳にみる幕末期下小坂村幕府領の財政状況



永
嘉

年
成

作
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
延
万

年
久
文

年
久

文
年

久
文

年
応

慶
年

永
嘉

年
当

該
年

政
安

年
元
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
延
万

年
久

文
年

久
文

年
り

参
代

勢
伊

年
元
応

慶
年

ツ
人

壱
年

例
金

ニ
并

賃
ケ

掛
銀

納
上

御
共
違

直直
金

ニ
并

り
掛

高
役

国
御

共
足

利
賃

ケ
掛

違

竹
覆

修
御

外
内

城
御

坂
大

入
御

薬
合

砲
鉄

并
代

藁
縄

り
掛

用
候

付
仰

被
郷

助
加

宿
口

守
足

人
節

候
し

出
差

足
人

而
入

先
賃

、
り

掛
割

賃
足

人
并

屋
牢

用
入

御
屋

陣
御

割
会

立
組

樋
水

用
留

築
付
ニ
件
一
樋
合
水
用
々
村

割
用
入
諸
衛

右
篤

屋
田

多
給

達
用

御
し
渡

門
立

用
入

諸
中

年
郷

分
村

同
割

会伏
堰

井
会

立
領

私
御

中
年

割
用

入
請

普
繕

取
越

所
繕

取
請

普
堤

付
ニ

水
出

共
割

足
人

用
入

割
会

立
用

入
諸

合
組

中
年

割
用

入
諸

付
ニ

見
検

御
見

検
御

免
破

御
而

ニ
魃

旱
用

入
諸

付
ニ

候
上

願
奉

入
々

口
人

非
并

行
歩

而
ニ

震
地

大
木

材
付

ニ
替

建
家

潰
家

番
用

入
諸

破
大

及
蔵

郷
而

ニ
震

地
大

工
大

付
ニ

請
普

繕
付

ニ
候

用
入

共
代

釘
木

材
賃

伝
手

上
願

奉
入

見
検

御
免

破
御

々
口

用
入

諸
付

ニ
候

）
々

口
銀

用
入

諸
中

年
分

之
高

銭
足

人
浚

路
井

中
年
分

之
用

入
諸

高入
事

公
方

訟
訴

組
樋

留
築

割
用
用

入
諸

付
ニ

請
普

繕
蔵

郷
々

口

表
下
郡
江
若
国
内
河
期
末
幕

覧
一
用
入
小
村
坂
小

位
単

）
匁



村小入用帳にみる幕末期下小坂村幕府領の財政状況

永
嘉

年
成

作
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
延
万

年
久
文

年
久
文

年
久
文

年
応

慶
年

永
嘉

年
当

該
年

政
安

年
元
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
政
安

年
延
万

年
久
文

年
久
文

年
衛

兵
宇

高
無

年
元
応

慶
年

用
入

諸
り

掛
銀

目
名

八
清

分
之

り
掛

諸
付

候
出

家
致

取
前

名
跡

死
門

衛
右

定
并
共

用
入

計
用

入
納

米
城

御
代
飯
乗
上
節
之
出
津
米
御

分
之
用
入人

込
溜

水
方

田
付

ニ
魃

旱
々

口
用

入
時

臨
乞

雨
賃

足

付
ニ
石
高
村
田
勢
伊
州
城

替
り
ふ
厘
五
分
壱
入

先
用

入
納

所
ヶ

三
米

御
足

不
引

差
高

銀

料
飯

酒
宿

下
津

大
払

用
入

代
飯

宿
下

他
坂

大
り

登
賃

船
見

伏
宿

下
坂

大
共

代
飯

り
下

そ
う

ら
ニ

并
墨

紙
筆

中
年

共
代

く
足

利
之

銀
払

諸
前

月
七

々
口

計
取

化
勧

諸
賃

伏
り

廻
持

中
年

々
口

用
入

諸
方

村
中

年
銀

賃
足

人
諸

方
村

中
年

候
死

水
致

ん
か

高
無

村
当

々
口

用
入

諸
付

ニ

た
い

内
与

銀
之

面
書

内
之

分
候

し
共

銀
給

守
樋

給
行

歩
足

利
借

古
切

欠
用

入
納

所
ヶ

三
米

御
共

代
石

）
銀

入
先

共
代

札
竹

賃
船

米
御
計

合高
割

用
入

き
つ

に
石

料
役

屋
庄

、
他

位
単

〕
石

政
安

費
各

の
用

入
小

村
の

年
辰

と
る

す
算

合
を

目
帳
用
入
小
村
、
り
な
と
匁

の
載
記

と
匁

。
る
出
が
差
誤
の
匁



載
る
村
高
の
内
訳
は
、
安
政
三
年
か
ら
安
政
七
年
ま
で
は
、
居
村
百
姓
六
八
・
三

五
二
石
、
寺
持
一
・
八
一
九
石
、
出
作
百
姓
一
二
四
・
五
二
石
で
あ
っ
た
が
、
万

延
二
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
は
居
村
百
姓
四
八
・
三
五
三
石
、
寺
持

・
四
六
八

石
、
出
作
百
姓
一
四
五
・
八
七
石
と
な
っ
て
お
り
、
出
作
高
の
比
率
が
か
な
り
高

い
。
も
ち
ろ
ん
注
（

）
で
記
し
た
小
若
江
村
象
之
助
や
御
厨
村
太
左
衛
門
な
ど

隣
村
の
入
作
百
姓
も
入
用
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
は
、
支
配
勘
定
帳
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る

（

）
。

一
方
、
村
民
の
経
済
的
負
担
は
入
用
だ
け
で
な
く
、
年
貢
の
税
率
も
勘
案
す
る

必
要
が
あ
る
。
加
藤
家
文
書
に
は
下
小
坂
村
の
税
率
が
わ
か
る
史
料
は
少
な
い
な

が
ら
も
、
免
割
勘
定
帳
が
残
っ
て
い
る
の
で

（

）
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
取
米
と
税
率

の
比
較
を
表

に
ま
と
め
た
。
な
お
、
私
領
と
幕
府
領
の
石
高
は
、
前
稿
で
も
記

し
た
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
石
丸
氏
知
行
所
（
私
領
）
は
四
八

石
一
斗
七
升
七

合
、
幕
府
領
は
一
九
四
石
六
斗
九
升
一
合
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
定
免
の

税
率
が
四
一
・
三
％
と
四
二
・
六
％
で
あ
り
、
私
領
と
幕
府
領
で
大
き
な
差
は
見

ら
れ
な
い
が
、
幕
府
領
の
方
が
若
干
高
い
。

次
に
村
入
用
の
費
目
レ
ベ
ル
で
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
支
配
関
係
の
違
い
に
よ

る
も
の
か
、
あ
る
い
は
藤
井
定
義
氏
の
論
文
の
基
礎
資
料
が
村
小
入
用
帳
で
は
な

い
か
ら
か

（

）
、
入
用
費
目
の
厳
密
な
対
照
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
中
で
わ
ず
か
に
同

定
で
き
る
費
目
を
上
げ
る
と
、
下
小
坂
村
小
入
用
帳
の

築
留
用
水
樋
組
立
会

割

御
国
役
高
掛
り

同
村
分
郷
年
中
諸
入
用
立
会
割

が
、
そ
れ
ぞ

れ
藤
井
定
義
氏
の
論
文
の

築
留
分
水
用
水
引
取
入
用
割

御
国
役
銀

郷

割

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
藤
井
定
義
氏
の
論
文
に
も
解
説
が
あ
る
よ
う

に
、
大
和
川
か
ら
農
業
用
水
を
引
く
に
際
し
て
の
分
担
経
費
で
、
下
郷
に
な
る
ほ

ど
水
勢
が
弱
く
水
量
が
減
ず
る
の
で
、
負
担
も
下
郷
に
至
る
ほ
ど
少
な
い

（

）
。

は

大
川
筋
の
修
復
に
か
か
る
入
用
割
で
あ
り
、

は
内
容
が
不
明
で
あ
る
が
、
下
小

坂
村
の
私
領
と
幕
府
領
の
立
会
で
割
賦
さ
れ
る
経
費
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
種

類
の
費
目
に
つ
い
て
、
比
較
対
照
し
た
も
の
が
、
表

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か

る
こ
と
は
、

築
留
用
水
樋
組
立
会
割

御
国
役
高
掛
り

は
、
概
ね

各
々
の
村
高
の
割
合
に
応
じ
た
入
用
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

同
村
分
郷
年
中

諸
入
用
立
会
割

は
、
分
郷
の
立
会
割
と
は
い
う
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
規
則
性
が

な
い
。
し
か
し
、
内
容
が
不
明
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
用
比
率
の
高
低
は
何
と

も
判
じ
が
た
い
。
単
純
に
村
高
か
ら
す
れ
ば
、
私
領
は
幕
府
領
の
ほ
ぼ
二
倍
半
に

上
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
領
の
比
率
が
高
い
と
言
え
る
。

三

隣
村
御
厨
村
と
の
比
較

次
に
兼
帯
庄
屋
勘
左
衛
門
の
本
村
で
下
小
坂
村
の
北
に
あ
る
隣
村
御
厨
村
と
も

若
干
の
比
較
を
し
て
お
き
た
い
。
御
厨
村
は
、
前
記
の
と
お
り
幕
府
領
で
、
村
高

一
、
二
一
四
石
六
斗
七
升
九
合
の
大
村
で
あ
る
。
村
内
は
東
部
の
堤
方
と
西
部
の

奥
方
に
別
れ
、
勘
左
衛
門
は
奥
方
の
庄
屋
で
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
は
、

信
楽
御
役
所
支
配
の
河
内
国
南
方
五
郡
（
若
江
郡
・
渋
川
郡
・
志
紀
郡
・
丹
南

郡
・
丹
北
郡
）
の
江
戸
廻
米
納
名
主
惣
代
と
し
て
江
戸
へ
赴
く
大
役
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
有
力
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
下
小
坂
村
小
入
用
帳
で
取
り
扱
う
嘉

永
六
年
か
ら
慶
応
元
年
ま
で
の
期
間
で
御
厨
村
の
定
免
の
取
米
を
調
べ
る
と
、
四



村小入用帳にみる幕末期下小坂村幕府領の財政状況

私領方の村入用 幕府領の村入用

総 額
高 石につ
き入用割

総 額
高 石につ
き入用割

嘉永 年
安政元年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
万延 年
文久 年
文久 年
慶応元年

私領方 幕府領
取米（石） 税 率 取米（石） 税 率

嘉永 年 ％ ％
嘉永 年 ％
安政元年 ％
安政 年 ％
安政 年 ％ ％
安政 年 ％ ％
安政 年 ％ ％
安政 年 ％ ％
安政 年 ％
万延 年 ％
文久 年 ％
文久 年 ％ ％
慶応元年 ％ ％

空欄は史料がないため不明。

表 幕末期下小坂村私領と幕府領の税率比較表 幕末期下小坂村私領と幕府領の村入用

額の比較（単位 匁）

築留用水樋組立会割 御国役高掛り 同村分郷年中諸入用立会割
私領 幕府領 私領 幕府領 私領 幕府領

嘉永 年
安政元年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
万延 年
文久 年
文久 年
慶応元年

表 下小坂村幕府領と私領の費目レベルでの入用比較（単位 匁）

空欄は史料がないため不明。

御厨村奥方の村入用 下小坂村幕府領の村入用

総額
高 石につ
き入用割

総額
高 石につ
き入用割

嘉永 年
安政元年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
安政 年
万延 年
文久 年
文久 年
慶応元年

表 幕末期御厨村奥方と下小坂村幕府領の村入用額の比較（単位 匁）

空欄は史料がないため不明。



四
六
・
五
石
で
（

）
、
村
高
で
割
る
と
三
六
・
八
％
の
税
率
に
な
る
。
ま
た
、
下
小
坂

村
の
私
領
と
同
じ
く
、
村
入
用
総
額
及
び
高
一
石
あ
た
り
の
入
用
割
額
を
比
較
す

る
と
表

の
よ
う
に
な
る
（

）
。
な
お
、
御
厨
村
奥
方
の
毛
付
高
は
約
四
六

石
で
、

下
小
坂
村
の
私
領
方
と
同
規
模
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
下
小
坂
村
私
領
方
と
の
比
較
の
場
合
よ
り
鮮
明
に
、
下
小
坂

村
幕
府
領
の
入
用
負
担
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

御
厨
村
と
の
比
較
の
例
示
と
し
て
、
安
政
四
年
の
同
村
小
入
用
帳
の
明
細
を
表

に
ま
と
め
て
お
く
（

）
。
こ
れ
を
表

の
下
小
坂
村
幕
府
領
の
村
小
入
用
帳
の
各
項

目
と
対
照
す
る
と
、
御
厨
村
奥
方
と
の
費
目
レ
ベ
ル
で
の
比
較
が
あ
る
程
度
可
能

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
表

の

築
留
七
拾
七
ヶ
村
樋
組
立
会
割

（
二
五
五
・
七

匁
）
を
表

の

年
中
楠
根
川
組
常
例
浚
入
用
七
ヶ
村
割

（
一
一

・
三
匁
）

に
、
表

の

年
中
分
郷
私
領
方
与
立
会
諸
入
用
割

（
二
九
九
・
七
一
匁
）
を

表

の

両
株
立
会
地
借
井
路
道
年
貢
并
出
水
之
節
土
俵
縄
其
外
諸
入
用
共

（
一
九
一
・
三
匁
）
に
比
定
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
費
目
が
村
高
に
比
し
て
下

小
坂
村
幕
府
領
の
負
担
額
が
飛
び
抜
け
て
高
い
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
農
業
用
水

を
得
る
た
め
の
水
利
関
係
費
で
あ
り
、
後
者
に
し
て
も
部
分
的
に
井
路
保
全
な
ど

の
水
利
関
係
費
を
含
む
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、
や
は
り
水
利
関
係
費
の
負
担
が

下
小
坂
村
幕
府
領
の
村
入
用
に
と
っ
て
重
か
っ
た
と
言
え
る
。

ま
と
め

以
上
の
よ
う
な
村
入
用
の
分
析
を
通
じ
て
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

入 用 項 目 金額（匁）
御米余米代
三ヶ所納入用先
御年貢米大坂迄船賃
御年貢銀方納入用箱代共
両株立会地借井路道年貢并出水之節土俵縄其外諸入用共
御用途給当巳年多田屋篤右衛門渡し
庄屋壱歩米四石六斗四升六合代
宗門小入用帳并年中筆紙墨代
年中御用向罷出候飯代
年中村方諸買物諸入用口々
年中楠根川組常例浚入用七ヶ村割
御国役御城内竹縄藁代御鉄砲合薬并禁裏御所入用共
信楽表 御廻状持出し人足賃割
小走給米壱石五斗六升麦壱石五斗六升代
非人番給米壱石弐斗五升麦壱石弐斗五升代
年中盲人浪人もの虚無僧出銭料共
所々用水溜井堰入用樋橋取繕入用
洪水之節昼夜見回り人足賃其外諸色ニ遣ひ候人足并夜廻り状継立賃共
松原宿助郷定例弁銭并御目付様御老中様御通行入用
領内水請堤并野通ひ道取繕ひ普請入用
年中組合郡中入用掛り并御検見入用割共
城州伊勢田村江高石ニ付壱分五厘ふり替
合 計

表 安政 年御厨村奥方小入用帳明細



ま
ず
一
つ
は
、
高
一
石
あ
た
り
の
村
入
用
に
つ
い
て
下
小
坂
村
私
領
地
と
隣
村

の
幕
府
領
で
あ
る
御
厨
村
と
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
下
小
坂
村
幕
府
領
の
負
担

率
が
比
較
的
高
か
っ
た
こ
と
。

二
つ
め
に
、
村
の
経
済
的
負
担
と
い
う
意
味
で
は
年
貢
の
税
率
も
重
要
な
要
素

で
、
同
じ
く
下
小
坂
村
私
領
地
と
隣
村
の
幕
府
領
で
あ
る
御
厨
村
と
の
比
較
を

行
っ
た
結
果
、
や
は
り
下
小
坂
村
幕
府
領
の
税
率
が
比
較
的
高
か
っ
た
。

三
つ
め
に
、
下
小
坂
村
幕
府
領
村
高
の
七
割
以
上
が
、
村
内
私
領
も
含
め
た
他

村
よ
り
の
入
作
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
村
内
百
姓
に
と
っ
て
は
、
組
合
割

な
ど
の
他
村
を
含
め
た
立
会
割
を
行
う
場
合
に
、
村
高
割
に
な
る
と
、
実
際
の
身

の
丈
以
上
の
高
率
で
入
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
つ
め
に
、
大
和
川
の
築
留
か
ら
用
水
を
引
い
て
お
り
、
取
水
樋
か
ら
三
里
余

り
の
川
下
に
あ
た
り
、
旱
損
の
土
地
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
う
と
思

う
が
、
隣
村
の
大
村
御
厨
村
の
村
入
用
と
く
ら
べ
て
も
、
水
利
関
係
費
の
負
担
が

非
常
に
重
か
っ
た
。

村
入
用
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
以
上
の
四
点
が
村
内
衰
退
の
要
因
と
な
っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

村小入用帳にみる幕末期下小坂村幕府領の財政状況

村
御
私
領
方
百
姓
江
譲
渡
当
御
支
配
所
ニ
者
高
持
無
数
様
相
成
何
共
歎
ヶ
敷
奉
存

対
ニ
当
年
者
臨
時
之
諸
入
用
茂
多
分
ニ
相
懸
り
候
次
第
ニ
茂
御
座
候
ニ
付
而
者
小

高
之
村
方
高
割
ニ
い
た
し
候
ハ

高
持
共
大
ニ
難
渋
仕
候

や
、
安
政
二
年

乍

恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候

の

当
村
方
ハ
年
々
小
百
姓
共
困
窮
仕
候
ニ
付
而

自
ら
所
持
之
御
田
畑
御
私
領
方
へ
譲
り
渡
し
候
故
高
持
百
姓
迚
も
無
数
漸
御
高
六

拾
七
石
弐
斗
弐
升
八
合
残
高
九
拾
石
九
合
ハ
同
村
御
私
領
方
百
姓
入
作
与
相
成
尚

残
三
拾
七
石
四
斗
五
升
四
合
小
若
江
村
象
之
助
御
厨
村
太
左
衛
門
両
人
入
作
与
相

成
候
体
之
儀
ニ
而
纔
之
居
村
之
持
高
ニ
而
難
渋
仕
候
儀
ニ
御
座
候

な
ど
の
記
述

に
表
れ
て
い
る
。

（

）
藤
井
定
義

近
世
後
期
に
お
け
る
村
入
用

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
の
場
合

（

歴
史
研
究

第
六
号

大
阪
府
立
大
学
歴
史
研
究
会
、
昭
和
三
六
年
）。

（

）
児
玉
幸
多

近
世
に
お
け
る
村
の
財
政

（
日
本
古
文
書
学
会

日
本
古
文
書
論

集
〔
近
世

近
世
の
地
方
・
町
方
文
書
〕
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）

（

）
菅
原
憲
二

村
入
用
帳
の
成
立

近
世
村
入
用
の
研
究
・
序
説

（
日
本
古
文

書
学
会

日
本
古
文
書
論
集
〔
近
世

近
世
の
地
方
・
町
方
文
書
〕
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
七
年
）。
福
山
昭

近
世
後
期
畿
内
村
落
の
村
財
政

（

ヒ
ス
ト
リ

ア

、
大
阪
歴
史
学
会
、
昭
和
四
六
年
）。
福
田
光
男

近
世
農
村
に
お
け
る
村
入

用
に
つ
い
て

紀
州
藩
を
中
心
に
し
て

（

鳴
戸
史
学

、
鳴
戸
教
育
大
学
、
一

九
九

年
）。

（

）
上
杉
允
彦

近
世
村
落
の
自
治
と
村
入
用

（

史
観

早
稲
田
大
学
史
学
会
、

一
九
六
七
年
）。

（

）
安
政
二
年

乍
恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候

に
、
村
高
一
九
四
石
六
斗
九
升

一
合
の
う
ち
、
村
内
百
姓
の
持
高
は
六
七
石
二
斗
二
升
八
合
で
、
残
り
は
九

石

九
合
が
同
村
私
領
方
の
、
ま
た
三
七
石
四
斗
五
升
四
合
は
小
若
江
村
象
之
助
御
厨

村
太
左
衛
門
両
人
の
入
作
に
な
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
表

で

示
し
た
安
政
四
年
の
支
配
勘
定
帳
を
見
る
と
、
割
付
総
額
一
七
四
九
・
四
九
匁
の

う
ち
、
小
若
江
村
象
之
助
は
三
四
二
・
三
二
匁
、
御
厨
村
太
左
衛
門
は
七
五
・
一

九
匁
を
負
担
し
、
両
人
合
わ
せ
て
割
付
総
額
の
約
二
四
％
に
上
る
。

（

）
下
小
坂
村
の
免
割
勘
定
帳
は
安
政
三

六
年
、
文
久
三
年
、
慶
応
元
年
の
六
冊

注（

）
拙
稿

諸
願
要
用
留
帳
に
み
る
幕
末
期
下
小
坂
村
の
状
況

（

大
阪
商
業
大
学

商
業
史
博
物
館
紀
要

第
九
号
、
平
成
二

年
）

（

）
こ
れ
は
、

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
諸
願
要
用
留
帳

に
載
る
嘉
永
七
年

乍
恐

以
書
付
奉
願
上
候

の

近
来
高
持
百
姓
困
窮
仕
候
ニ
付
而
者
所
持
之
田
畑
者
同



が
残
る
。

（

）
藤
井
定
義
氏
は

近
世
後
期
に
お
け
る
村
入
用

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
の
場

合

の
作
成
に
あ
た
り
、

河
内
四
ヶ
村
御
勘
定
帳

免
割
諸
式
入
用
帳

下

小
阪
村
・
中
小
坂
村
・
木
本
村
御
勘
定
帳

下
小
阪
村
御
勘
定
帳

を
利
用
し
て

い
る
。

（

）

布
施
町
誌

、
布
施
町
役
場
、
昭
和
四
年
、
三
三
頁
。

（

）
安
政
四
年
一
一
月

当
巳
御
年
貢
米
籾
銀
納
目
録
免
割
勘
定
帳

、
文
久
三
年
一

一
月

当
亥
御
年
貢
米
銀
納
目
録
免
割
勘
定
帳

に
よ
る
。

（

）
嘉
永
七

安
政
七
年
、
文
久
三
年
、
元
治
元
年
の
御
厨
村
奥
方
の
村
小
入
用
帳

に
よ
る
。

（

）
表

を
見
る
と
、
御
厨
村
の
場
合
、
下
小
坂
村
で
は
別
記
さ
れ
て
い
た
庄
屋
役

料
（
庄
屋
壱
歩
米
）
が
村
小
入
用
総
額
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
米
四
・
六
四

六
石
で
あ
り
、
下
小
坂
村
の
場
合
の
よ
う
に
村
小
入
用
総
額
か
ら
こ
の
銀
換
算
額

を
除
く
と
、
高
一
石
あ
た
り
の
入
用
割
額
は
御
厨
村
奥
方
の
村
小
入
用
帳
記
載
額

よ
り
さ
ら
に
減
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
嘉
永
六
年
で
あ
れ
ば
、
村
小
入
用
総
額

か
ら
庄
屋
壱
歩
米
を
引
く
と
三
二
五
三
・
一
五
匁
と
な
り
、
こ
れ
を
毛
付
高
四
六

・
四
六
一
石
で
割
る
と
、
高
一
石
あ
た
り
の
入
用
割
額
約
七
・

六
匁
と
な

る
。


